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1　緒　　　醤
第1報　放置時1淵と｛1琳「萄繭層の厚さ

第藻・於。輔の厚さ、その1員1鷹との関係趨，」膿剛甦

灘蹴の照或嚇禰・芋に於ける醐曜さ畷1ヒ　…塑塑凱
を求めた・併せて関係式の恒数をII今味嘲勲・→ll雛　　　o

定した。繭層の如き多孔懐組織への溶液の拡張滲潤1逃度

購鞠肉眼・勺毛…脚榔灘の繍・・鋤　　1
少により大いに支配される。乾繭処理による繭囎の原さ　　　　　　2

の変化はかかる繭層の肉眼的毛細管の細太をオ三右し，そ　　　　4

の結果は煮繭処理の萸蜴に関係すると考える。このため　　　28

乾繭処理に於ける繭層の厚さ及び圧縮性の変化を求め，　　　t．一一．＿＿＿一一
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本繍欄の労纐わし熾願授に深勘翻の意を　れたためと秘．次に囎の厚さ芝綱1迫醐との

表する・　　　　　　　　関搬勅た．醗1碇趾し献料騨齢嚢化源
　　　　　　il乾燥による厚さの変化　　　り起らないと思われ硫繭勲用いた・その継嫌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2表に示した。　　　　　　　　　　　　　　　　艶

　（1）測定装置の検討

　前報に示した装置を用いて乾繭処理による繭層の厚さ　　　　　　第2表圧追時間と乾繭繭層の厘さ

繭質の一部を推定したQこの際繭履の厚さの変化鍛は僅　　備考　放蹴粂件21～24°C70・－75　R．　H％献料数20

少であつたので前報に示した獺・測定鍍を早めK）　，M　鵬，繍榊謝繭を除t，一すると繍、そ曜瀦1戚

魏鋸譲期瞥辮鰺1鷹灘：1・’撫甥撚離1高饗綴惣：奮蹴｛緊霧窮

の変化を求めることは困鞭あつた・この場合の厚さの　測定圧9．，／mm2
20　　　　　　　　　85

変化貴は前報に示した浸水処理の場合に比し極めて雌少　　ttt”T、　　…㎜…ttt’．t－－…｝…『｝一｝　　　…｝管　

であり湘臓及酬髄度の影響を棚‘、勺剛1く受け　．腿時1　lmin　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原さ減少堂mm厚さ澱少議

たためと考える。測定速度を速めてこの困難を寛服しよ　　　　　　　　0

うとし，次の実験を行つた。先ず生繭繭贋を切開しその
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10
放置時聞の経過に伴う厚さの変化を定圧で測定した。そ

の結果を第1表に示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、　30
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即ち繭層の原さはその測建のための圧迫時閻の増加｝こ　　　　　　　　第3表　高漁低湿区の恒数変｛ヒ

伴い聯に滅少した・〕ﾚ処1鰻編鰯さの変化　恒数
の如く極めて少い変化最を検出》章る場合・，之等の結果は　　　＿，，＿＿＿tt＿＿－t－一一一一一一一…一一一一一一一一一

測定の11寺問的条件を一定に保たねばならないことを示し　　　生　繭

てU’る・亦雌は数分際糸冬了されなければならない・　i、C乞繭

このため第1報に示した装置の荷重Wをスプリングに代
え，スプリガの伸囎剛1離睦尉様にした．亦　鰍率％

・　bl・b／・b／・＋・
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一10・5　　 －t T．1

驚鷺鷺潔驚ll灘購糠備考・一素・…料数・・墨温で測定

繍鷺：膨獅申聯誓織灘　　錦・薮一数・鱒・％・
慮棲ドラムに巻付けた記録用紙上に自記される。この際　　　　恒　　数

一回のドラム回転量を少くすることに依り関係曲線は平

融輔レ購櫛、lii±の醗略易融る．この改装　窩漁駆
により測定所要痔闇は極めて短時間とすることが出来た　　　高温多湿区

ので以下この装蹴を用いることにした。　　　　　　　　　低湿多湿区

・1・i・i・／・【・／・＋・

十5，7

十65，5

十54．1
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十34，8
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十4，3
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一18．6
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　（2｝鍵験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一一一一一一・・一一一一一一一一一一一一

工　試料　昭和28年度木学部巌春蚕繭1ヨ112男X支110号　　　に於ける各区相互間の益は少なかつた。a及びbは多湿

を用いたo第1報と同様に繭煎，繭長，繭rliの等しい繭　　区に於いて大きかつた。従来行われている乾燥条f’トを変

を選娼した。その繭層の厚さは0，92－－O．60であった。　　　　えることに依り繭屑の肉眼的多孔度は余りi変更され褐な

1測定方法乾燥は電気恒灘1乞燥機を用い，乾燥条件　いことがzaの結果から推定される。

は予備調査の結果から極端に変えて次の如くした。爾窩　　　乾燥経逸中に於ける繭層の厚さの変化を第1図に示し

温多湿区の条件は水を充した容器を乾燥室内に畳き調漏｝　　た。

した。

　　区別　温度　瀞度　乾燥時間
　高温低学罷区　　　 900C　　　　　gR．　H％　　　　　3　h　　　　　　　　　　　　　loo　　　　k　　　A

高温多湿区　9。　　34　　　3　　　　折　　“　1：　：　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が
　低温多湿区　　50　　　30　　　　　3　　　　　　　　95

　乾燥後直ちに胴部繭層切片を採取し，之を翌日迄秤景　　　　110．

瓶中に保存したo従つて各区の踊体の乾燥程度は同一一で

ない。この試料を用いて乾燥条件の季目違による繭層の厚

さの変化を求めた。次に乾燥経過中に於ける繭層の厚さ　　　　105

の測定は乾燥申所定時闘毎に操取した試料切片を蔵ちに　　　指

定圧で測定する方法を採つた。これは測定時の窒気条件　　　　100

が乾燥蜜内の空気条件と甚しく異るので前表の結果を考

慮し，短時間に測定を終了させるためである。爾高温低

湿区の乾燥条件を用い，乾燥を申断させその中断回数と　　　　go

繭層の厚さとの関係を求めた。

　（S）　　巽i験結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95
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測究圧o・29／mm2
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△　ms　i”，多湿区

n　　A　　　　　　幽　　　　　　A　　　　x　低了臓多湿区

ii磯1’Elag！Mm2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　2　　　　　　3
　Pとtとの関係曲線から寅験式を求め，各区の実験式　　　　　　　　　　乾嚇個1醐11

の騰を第3轍び第嬢に示した・　t．，　　　　第咽乾燥㈱と㈱の厚・
　即ち乾燥後放置した自然時の繭層の厚さb／a十c及び

繭層の圧縮可能量b／・は共に不鰍少した。亦この減少量　　即ち測定圧0・29／Mm2の揚合繭層の厚さは草躁初期に
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その大部分の減少を起した。この減少傾向は測定圧力瓶　　　を用いてJj：縮挫を表示した。乾燥による圧縮性の変化な

いので自然時の繭屑の厚さの減少傾向を示すと考える。　　　この圧縮可能螢b／aで表示すると第3記《に示した様に僅

亦こ嫌少f餉は1轍11，。繍輪、k細11妙爾とほぼ　少の差し醐オ・榔・。贈蹴1謙欄ll1・・脚i｛！　α蝋

同一傾向を示している。測テ1葦圧169／mm2の場合繭層の　　　化を圧縮可能1’i｛1で衰示することは操作1：からも困難であ

厚さの変化は前者と異る結果を示した。乾燥経過中に於　　　る。しかし乍ら繭層の圧締匡llはその膠蒲力の影響を1脳ナ

て繭層はその聯性繊1ヒせられ・　胱網とはこの変化　て鋤掲と叛ら泌ので，瀬鞭剛細1・lll｝脚1

の影響を受けるであろう。特にll胱圧の大きい場合この　初胴の圧縦蹄jl耽対する榔ilの川1瘤論側蝋劇ヒ（弓　気性

影響は現われ易いのでこの相異となつたと考える。　　　　完金度と名付ける）を用いて繭層の圧縮難の変1ヒ虚1検出

　乾燥中断圃数と繭∫鱒の馬」：さとの関係を第5表に示し　　　しようとした。

た。この場儲ll・1のi’［・ll”方焔：条件は23。C，　R．　II75％30　　繭層のJli？：さとそ¢）測張II三との1聯勧ll11伽1｛釧鞭に

minとした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よつて1量1記させると第2図の様な関係がll｝られる“

第5毒受　｝1吃」藻ll刷升回t‘scと閑菊層の，flL，’：さ

測定万r…・／mm－・・2巨6・・
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im @　　　　　　　t’ew　一’ny‘一”’n－’’’”u”一’一一1冒P’t…ttttt’「tt…申’r　「｝圏一’tww’tt…1…　　　　　　　　　　　　　　　（）
　備考　 生繭時を：100とし寺旨数で添し7ヒo　s2E’区の寧乞燥経　　　　　　　　　　　　　　　　P
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2図　加座及び除圧の反覆によるPとtとの闘係
　　　過時聞は「司じ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図中の面積ABEは初圓の燃縮仕聰1華鰍を表わし，圃穣

即ち乾燥を中断さ麟とその中断購の増加に伴い繭　CDF｝漱回のそれを尉。耐IABE蠣鞄，1瀟仕

層卿さ鰍少した・この減少圃i㈱こ於ける浸水鵬　Xl畷とし，粥IABEに対欄酊積CDF・耽醐脚

を反覆し湖合と類似の1餉赫してV’る・劇魁の　粥｛院鍍とした。輔の購鱗駐剛伽翻とtと
蜘齢の結果晦1図の結果と同様の駆1で測齪の　曝］係式・・纈からJ／ES3Mi］’fiELt，i’LIIの駒1輔嚇購。繭

少い鵬と異つた拷焔・輔はその耳墾藩力の勒縛　層の弾｛號鍍について予｛欄瑚勲行効謹の網軸

劔d徽その恥轍少させる撫内部鋤を僻丁して　獅瓢び第7炎に示した。
おり，第5表の結果はこの影響が現われたことを示すも

のと考える。　　　　　　　　　　　　錦6畿孫鰍欄と弾性完鍍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尉
　以上の結果を総揺すると，繭層の厚さは轄燥処理によ　　　位　　蹴

つて5％内外滅少することを免れ得ない。このため繭層　　　外　　備

の肉限的多孔度の減少についても同様のことが云えると　　　内　　層

推定する。亦繭層の摩さの減少最は乾燥窒気条件及び乾　　　全　　層

f 胴　　　部　　i　破　風　部
66．3：t：2←1／06　　　　　　　　63．5」：2，890th

78．0ゴ：2．0　　　　　　　　　　72．9ゴヒ3◎1

72．4dヒ3．3　　　　　　　　　　69，0：圭：3．　O

燥中断処麟の相異に依つてその妙を生ずる・しかし　｝禰禰瞬轟爾颪稲隆馳ご分の一に撒し
その多少を生ずる程度は1～3％の範囲を越えない様で　　　　　　内外厨とした。儒頼塵95％噸範囲盈示したth

ある・

@　　　　　　　　　　第糠繭層雛と弾號創変
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轍

皿　乾燥による圧縮性の変化　　　　　　　　磨　別 1

ω　繭層の圧縮性に対する検討　　　　　　　　　　　　厚さmm

繭層の如き繊維集合体の圧縮性はその日的により種々　　爾積重m虹mm2

なる型式懐示され得ると考える．前幸殴で慨擶韻　甦完鍍％

第一劇第二刷第ヨ制鰹脳

0．182

0．071

68．0

0，132

0．059

75．0

o．154

0，068

79．0

O，128

0，066

81，0
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即ち胴部と伽し部とに於て弾匡囲、…全度a）差は認め難　　ii　lll腱方法乾燥は電気恒1五1乾燥機で行い，その　〔乞

い。又内層樫弾・1生与セ三全度は増している。内腿の繭糸集脅　　　燥条件は90°C，R．H8％，4hとした。乾燥経過中所完

構造は圧縮力に対し外膳よりも弾性的であることを示　　　の時閥毎に試料を採取し，偵1ちに禧｝1層片とし翌1」迄秤燈

す〔，叉繭11藷｝の天E緬fl：事童は第8表に示した様に胴部に於　　　ji瓦巾に保存した。測定圧は装置の関1系で0～1209／mm2

て多かつたoこの様な圧荊剛生を｝1〔乞燥処理の前後に於て洌1　　　の範囲とした。

定し前項の結果粒補足した。　　　　　　　　　　　　　　　（3）糞験結果

　（2〕輿験力法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繭乾燥ll！f間の長短と繭層の11三縮性との関1系な第8喪に

　i　試料　ll‘｛和31イ1三度本学音ll，猛春蟹i荊口122号・X支122　　　示したo

号を川いた。試料の調整は1｝i∫項と同様にした。

第8衷　乾燥時開と繭ノ曹の圧縮i生

乾　燥　時　闇min

Jl，E縮仕事量

　　　9・mm

弾性完全度

　　％

破　　風

　胴

破　　風

　胴

0

119．6

178，0

63，4

61．6

1・　55T’56－”

115，2

188，0

62。6

62，9

123。3

188．8

65，6

65．6

60

136．4　　133．6

185．2

59，3

62．3

172．　8

62．8

64．4

120

146，4

180

138．8

240

158．4

17°°6堰@126°8．135°6

57，8　　　　58．6

58．3 74．6

66，3

74．2

備穆Omi血区は生繭繭魍を示す。

　即ち繭層の圧縮仕事貴は｝1乞燥蒋闘の長いもの穣変化　　　　3　繭層の犀さの変僑性，璋さと繭の諸性，酸との関係

し，胴部に於て減少し破風部に於て増加した。これは繭　　　等について今後研究を進めて行く考えである。

難農殺離難鵜1繰膿鴇書欝な讐　　　　　文　献
即ち繭の弾性的繭殻偵と持力の変化は検出出来なかつた。　　　（1｝白井鎚明：1言大繊維研究報告，4・70（195∠り

この結果を用いて乾燥経過中の繭履の圧縮性を類推する　　　（2｝金丸　童尭：界魚i活性剤，53（1953）

と，乾燥初期から繭層の圧縮仕事量は滅少することにな　　　（3）松本　・介：口蟹誌，19，182（1950）

る。又この減少は主として繭層の隙さの減少に起因して　　　（4）石川欣造：繊学賄，11，586（195tl）

起つたものと思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　　　　　　W摘　　要　　　　　Th，　w，it。r　m，a、u，ed　t1、，　t，a。、f。m。ti。n。f

　乾繭処理に於ける繭層の厚さ及び圧縮性の変化にっい　　　the　thickness　and　the　compressibility　of　the

て箸者の考案した測定機を用いて実験を行い次の様な結　　　　cocoon　shell　in　the　course　of　the　drying、　The

果を褐た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　results　obtained　are　as　follows：

　1　繭層の厚さは乾繭処理に依つて減少する。その滅　　　　（1）The　thickness　of　the　cQcoon　shell　decreased

少は乾燥の初期に多く起る。このため繭層の圧縮仕犠量　　　with　the　cQurse　of　the　drying　and　the　decreased

及び肉眼的多孔度は乾燥の初期から減少するQ　　　　　　　quantity　of　the　thickness　was　very　much　in　the

　2　繭層の圧縮弾性完全度は繭殻位嚴によつて相違を　　　firsヒstage　of　the　dryinsr・Therefore　the　first

認め難い。しかし乍ら内外層1｝IIには明らかに相違があり，　　　cornpressive　strain　energy　and　the　porosity　of　the

内F，Xil　rc．この完全厨献きい。又乾燥1￥∫判llに於1ナるこの　・。・。。・・hel1　decreased　in　the　ea・ly・t・tS「・・f　the

完全度の変化は木実験では明らかにすることが出来なか　　　dryinsr。

つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）The　elastic　performance　coefficient　of　the
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cocoon　shell　seems　to　be　no　difference　among　　　　change　of　that　coefficient　in　tlle　course　of　the

the　parts　of　the　shel玉，　But　the　elastic　perfor－　　　　drying　is　not　obtainecl　by　his　tester，　which　is

mance　coefficient　of　the　inside　layer　in　the　shell　　　　invented　for　hls　experiment．

is　larger　than　that　of　the　outside　layer，　The

1


